
《ＭＲＩ検査》

・ ＭＲＩ検査とは？

MRI検査とは、強力な磁力と電波を用い人体

を構成している水素原子から信号を取り出し、

それを画像化して得られる核磁気共鳴画像

（Magnetic Resonance Imaging）を収集す

ることで、体内の様子を調べる検査です。Ｘ

線を使わず、磁力を用いて画像を作成するた

めＸ線被ばくのない検査となっています。

MRI装置の欠点として、装置の圧迫感が強く、

工事現場のような大きな音・振動があげられ

ますが、当院のMRI装置はトンネル型ではなく

オープン型であるため、通常のＭＲＩ装置よ

り、圧迫感が少なく、音も振動も少なくなっ

ています。

強力な磁力と電波を使用するため、体内に電子機器（心臓ペースメーカー、

人工内耳）を埋め込んでいる方、材質の分からない体内金属のある方は検査が

できません。また、アクセサリーなどの装飾類も外していただきます。
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！ MRI装置による磁性体の吸引事故に関して

MRI装置で使用される磁力の強さは0.3～３テスラ（磁束密度）になります。

スクラップ場で廃車や鉄くずを持ち上げているクレーンの磁力が、強いもので

も２テスラ程度とされていますので、それと同等かそれ以上に強力な磁力が

MRI室内では発生しており、ベッドなどは簡単に引き付けられてしまいます。

入室時には持ち物を確認して、磁性体を持ち込まないことがとても大切です。

当院では安全に検査を行うために、MRI検査室の入口に注意を促すポスター

を掲示するとともに、入室の際は担当技師による説明と持ち物のチェックをさ

せていただいてます。

MRI装置には非常に強力な磁石が使われています。

MRI室内に磁性体（金属）を持ち込むと強い磁力に引き付けられ、装置に張

り付いてしまうという事故が毎年数多く報告され、それに伴う患者やスタッフ

の怪我、装置の損傷に対して、注意喚起がなされています。

〇MRI検査室 磁性体吸引事故事例

写真：医薬品医療機器総合機構PMDA 医療安全情報/おたくま経済新聞
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また、MRIの磁力は24時間常に発生しています。

〇 検査をしていなくても

〇 装置がＯＦＦになっていても 常に磁力は発生しています

〇 病院が停電していても

掃除やメンテナンスでの立ち入りや緊急時（火災・地震等）であっても、MRI

検査室に入室の際は細心の注意が必要です。

写真：医薬品医療機器総合機構PMDA 医療安全情報

MRI装置は国内で数千台が稼働し、現在の医療では欠かせない検査の一つと

なっています。その一方で普及に伴い、関連する事故も増加しています。

MRI検査は磁力と電波を用いて行うので特有のリスクがいくつかありますが、

その中でも事故報告例が最も多い「MRI装置による磁性体の吸引事故に関し

て」ご説明させていただきました。

インパクトのある写真ばかりを集めたので怖い印象を持たれたかもしれませ

んが、安全に検査ができるよう担当技師が確認を行っていますのでご安心くだ

さい。入室の前には長々と説明がありますが、すべてはこのような事故を起こ

さないための大切な準備です。皆様のご理解とご協力、よろしくお願いいたし

ます。

掃除道具の吸引
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検査に関する疑問、質問などございましたら

お気軽に検査担当技師までお問い合わせください。
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